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年 12 月８日～平成 21 年１月 15 日であった．分析は，
SPSS16.0 Ｊを用いて実施した．
表１　調査票配布先一覧
都道府県 合　計 都道府県 合　計
愛 知 13 東 京 69
青 森 38 栃 木 83
秋 田 10 富 山 56
石 川 3 新 潟 4
愛 媛 49 兵 庫 341
大 阪 34 広 島 55
香 川 11 福 井 10
鹿 児 島 9 福 岡 52
神 奈 川 284 福 島 16
京 都 37 北 海 道 26
熊 本 26 三 重 5
埼 玉 16 宮 城 53
滋 賀 31 宮 崎 16
静 岡 94 山 形 57


































































験の平均年数は 6.3 ± 5.1 年であり，相談業務に関してベ
テランの域に入る回答者が多いといえる．本調査実施時




数は，7.08 ± 14.3 件であった．
表２　有効回答者の基本的属性
　 度数 ％
調査対象者の性別 女　性 324 61.0 
男　性 207 39.0 
合　計 531 100.0 
社会福祉士の資格の有無 あ　り 468 88.5 
な　し 61 11.5 
合　計 529 100.0 
相談業務の経験年数 １年未満 22 4.2 
１年以上３年未満 108 20.7 
３年以上５年未満 100 19.1
５年以上10年未満 181 34.7 
10年以上 111 21.3 
合　計 522 100.0 
　 （平均年数 　　　6.31±5.12）
地域包括支援センターでの あ　り 442 83.4 
（回答者の）虐待対応の経験の有無 な　し 88 16.6 
合　計 530 100.0 
家庭内高齢者虐待対応件数 ０件 84 17.1 
１件以上10件未満 301 61.2 
10件以上20件未満 67 13.6 
20件以上30件未満 25 5.1 
30件以上 15 3.0 









































































































































第１因子 第２因子 第３因子 第４因子 第５因子 第６因子 共通性
① 介入拒否をする被虐待高齢者や虐待する養護者への面接技法を
習得する .753 .265 .190 .072 .180 .171 .740
② 虐待の通報・届出を受理した際に，虐待ケースであるかの判断
に必要な情報を可能な限り聞き出す面接技法を習得する .747 .265 .289 .054 .115 .112 .740
③ 被虐待高齢者や虐待する養護者と信頼関係を構築出来るよう面
接技法を習得する .731 .319 .222 .033 .097 .182 .730
④家族支援のために，家族面接を効果的に行う技術を養う .681 .324 .176 .074 .194 .176 .674
⑤ 虐待対応において困難を生じやすい家族関係や家族システムの
特徴について理解する .581 .317 .262 .093 .224 .196 .604
⑥ 自分がキーコーディネーターとなり，関係機関と密接な情報交
換と協力依頼を行う .565 .193 .215 .199 .107 .125 .470
⑦ 精神疾患，知的障害，共依存，アルコール依存やDVなどに関
する知識や対応方法について理解する .535 .204 .374 .066 .120 .106 .498
⑧被虐待高齢者と虐待する養護者の支援計画作成技法を理解する .526 .283 .313 .066 .303 .170 .580
⑨ 支援終結に際し，被虐待高齢者や虐待する養護者を取り巻く地
域資源をコーディネートする .524 .299 .282 .054 .212 .193 .529
①虐待する養護者を「かけがえのない個人」として尊重する .111 .729 .181 .019 .050 .132 .596
② パワーレスとなっている被虐待高齢者の主体性を引き出すエン
パワメントのかかわりを行う .280 .639 .167 .022 .129 .171 .560
③ 虐待する養護者の個別ニーズを把握し，虐待する養護者に対し
て必要な社会的支援とは何かを考える .222 .604 .199 －.031 .134 .126 .488
④ 被虐待高齢者の意思を尊重し，高齢者が主体的に生活できるよ
うな生活の再構築を目指す支援を行う .248 .602 .213 .012 .007 .180 .502
⑤虐待する養護者の変化の可能性を信じる .238 .598 .084 .090 .089 .099 .447
⑥専門職団体の倫理綱領に沿って援助する .178 .522 .156 .099 .236 .052 .397
⑦ 被虐待高齢者の自己決定の尊重と安全確保のどちらを保証する




.245 .427 .323 .036 .217 .047 .397
①高齢者虐待防止法の理解をする .158 .290 .720 .063 .111 .118 .658
②高齢者虐待の定義や分類について知る .142 .288 .706 .036 .177 .136 .653
③虐待対応における市町村権限の行使について知る .410 .120 .649 .028 .060 .132 .626
④ 虐待の通報受理時や事実確認時において，どのような情報をどこ
から集めるのかを理解するとともに，情報整理の仕方を理解する． .403 .303 .572 .017 .201 .103 .633
⑤ 措置・居室の確保・面会制限・成年後見制度首長申し立て，立
ち入り調査の要件や方法，注意点を理解する． .426 .135 .551 .007 .052 .148 .528
⑥ 虐待か否か，緊急性，立ち入り調査の必要性，保護分離の必要
性の判断基準について理解する． .377 .326 .502 .070 .084 －.020 .513
⑦ 初期虐待対応のポイントであるリスクアセスメントのポイント
やシートの活用方法を理解する .391 .220 .476 .051 .455 .118 .651
① 責任は自分自身がとるという強い責任感のもとで仕事を遂行する －.021 .031 －.010 .875 －.004 .054 .771
②自己の裁量で出来る仕事であると認識する .076 －.022 .050 .715 .018 －.003 .520
③ たとえ組織や上司の命令であっても，被虐待高齢者や虐待する










.508 .232 .267 .038 .513 .127   .664
③ 虐待の発見からモニタリングまでの体系的・総合的な理論であ
る「虐待対応ソーシャルワークモデル」」について習得する .327  .241  .443  .092    .496 .098 .624
①スーパービジョン・コンサルテーション機会を持つ .336 .226 .176 .064 .224 .675 .705
②虐待に関する学会・研究会・研修への参加 .253 .220 .199 .109 .027 .652    .590
被虐待高齢者の生命と安全の保持を優先する .217 .361 .222 .128 －.109 －.043 .257
虐待対応専門職としての使命感を持って取り組む .246    .385    .301    .353   .038    .182   .459
自分の実践に基づいて，論文等を執筆する .197 .061 .055 .282 .319 .356   .353
　　　　　寄　与　率（％） 16.283 12.702 11.404  5.758 5.163 4.483











































































































4.48 3.93 0.55 ＊＊＊
3 高齢者や養護者と信頼関係を構築できるよう，面接技法を習得する 4.39 3.90 0.49 ＊＊＊
4 家族支援のために，家族面接を効果的に行う技術を習得する 4.29 3.67 0.62 ＊＊＊








4.36 3.95 0.41 ＊＊＊




4.28 3.67 0.61 ＊＊＊












4.36 4.17 0.19 ＊＊＊
５ 虐待する養護者の変化の可能性を信じる 4.09 3.95 0.14 ＊＊＊








4.32 4.12 0.20 ＊＊＊
１ 高齢者虐待防止法を理解する 4.59 4.28 0.31 ＊＊＊
２ 高齢者虐待の定義や分類について知る 4.52 4.29 0.23 ＊＊＊
















4.17 3.60 0.57 ＊＊＊
１ 責任は自分自身がとるという強い責任感のもとで，仕事を遂行する 2.71 2.73 －0.02 NS



















4.18 3.51 0.67 ＊＊＊
１ スーパービジョンコンサルテーションの機会を持つ 4.04 3.36 0.68 ＊＊＊
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